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セッションの背景
「人が集まってくることが始まりである。団結することが進歩である。協力することが成功をもたらす。」（ヘンリー･フォード）
成功するチームは成功する組織の基礎となります。第二副地区ガバナーにはいくつかのチームに加わる機会があり、そのためチームを「機能」させるものは何かを理解することが不可欠です。第二副地区ガバナーはこのセッションを通して、チームワークがもたらすメリット、成功するチームの5つの特徴、チーム環境で発生しそうな課題について学びます。
セッションの目標
本セッションが終了した時点で、参加者は以下のことができるようになります。
· 「チームワーク」を定義する
· 地区を導く上でのチームワークの役割を説明する
· チームワークがもたらすメリットを理解する
· 成功するチームの特徴を見極める
· チームが直面する課題を理解する
チームワークとは…
力を合わせて共通の目標の達成に取り組む
プロセス。
チームワークがもたらすメリット
· 効率：力を合わせれば、メンバーが成果を出すまでの時間は短縮されます。
· 協力：メンバーは力を合わせて問題を解決できます。
· 革新：メンバーは、個人的・集団的な経験を活かして新しいアイディアを出し合い、生み出すことができます。
· 支援：メンバーは励まし合い、助け合うことができます。
· 満足感：  メンバーが協力して共通の目標の達成を目指す時、充実感と達成感は一段と高まります。
成功するチームの5つの特徴
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方向と目的
	方向と目的のあるチームとは、全体での協力のプロセスを通して目標が設定されており、それがチームの全員によって理解され、定期的に見直され、必要に応じて修正されることを意味しています。
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決意

	決意を示しているチームは成功します。なぜなら、メンバーの一人ひとりが、チーム全体で設定した目標の達成に全力で取り組むからです。チームの成功と目標の達成が、個人的な目標の達成よりも優先されることになるのです。
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方法と手順
	成功するチームは、作業を行う方法と手順を設けています。こうしたルール、ガイドライン、基準は、メンバー間のやり取りに当たって期待されることの枠組みとなります。
方法と手順を設けているチームは：
· メンバーの間で情報が円滑に伝達されるよう促します
· 課題について話し合い、問題を解決するためのプロセスを設けています
· 決定に際して意見を言うよう、メンバーに奨励します
· 頻繁に建設的なフィードバックを提供するよう、メンバーに奨励します
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リーダーシップ
	効果的なリーダーシップはチームの成功にとって不可欠です。チーム体制には多くの場合指定された「リーダー」がいて、チームの目標の達成に向けて「メンバー」を導き、支援します。その人は、公式のチームリーダーです。
チーム体制においては、リーダーシップが分担される場合や、非公式のリーダーが現れる場合もあります。作業、事業、リソース、または責任が変われば、異なったニーズが生じます。それに伴い新しいリーダーが生まれる余地があり、また生まれるべきなのです。
公式のリーダーであろうと非公式のリーダーであろうと、リーダーは常にメンバーを支援し、チームの成果を個人的な権力よりも優先すべきです。
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相互依存
	成功するチームは相互に依存して機能します。メンバー一人ひとりの役割と作業が他のメンバーを補い、各自の進歩は他のメンバーの支援とフィードバックにかかっています。
相互に依存しているチームは、個々のメンバーのスキル、知識、能力、視点を認識し、尊重し、そして活用します。



チームの成功を妨げる障害を克服
チームの成功を妨げる障害の例： 
· 不明確な目標
· 責任感の不足
· 意欲の欠如
· 不明確な役割
· 信頼の欠如
各小グループで上記のリストから2～3つの障害を選び、それらを克服する戦略をブレインストーミングしてください。結果を全体に発表できるよう、準備を整えましょう。
チームワークに関する
リソース
ライオンズ学習センターで提供： 
ライオンズ学習センターのコース：効果的なチーム
このコースは効果的なチームの特徴、チーム編成のさまざまな段階、リーダーとしてチームをサポートする方法、有効な意思決定手段を用いる方法を理解する上で役立ちます。自分のチームを評価するツール、チームリーダーのためのヒント、チームの意欲と活力を高める興味深い活動などが見つかるでしょう。
ライオンズクラブ国際協会のウェブサイトからLion Accountを使ってログインし、Learn内のライオンズ学習センターにアクセスしてください。
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チームの有効性の評価
	方向と目的
	はい
	いいえ

	チームには全体的な目標と目的があり、それが全員によって理解されてますか？
	
	

	目標は、チーム全体での対話と合意のプロセスを通して立てられましたか？
	
	

	定期的に目標を評価し、必要に応じてそれらを修正していますか？
	
	

	決意 
	はい
	いいえ

	チームの目標と目的の達成に向けて、メンバー全員が取り組んでいますか？  
	
	

	チームの成功は、個人的な目標の達成よりも優先されていますか？
	
	

	方法と手順
	はい
	いいえ

	チームは考え抜かれた具体的なアプローチを設けて、作業を行っていますか？
	
	

	チームは一連のルールと基準を設けて、それに従って動いていますか？
	
	

	メンバーからメンバーへ、情報が円滑に伝達されていますか？
	
	

	メンバーは課題や問題について話し合っていますか？
	
	

	決定は、メンバー全員から意見を聞いた上で下されていますか？
	
	

	メンバーは、気持ちを率直に表現するよう奨励されていますか？  
	
	

	フィードバックは率直かつ頻繁に行われていますか？  
	
	

	リーダーシップ
	はい
	いいえ

	リーダーは、メンバーの要望に応じるとともに、チームの目標の達成を支援していますか？
	
	

	リーダーシップはメンバーの間で分担されていますか？
	
	

	メンバーは、リーダーシップを発揮することを認められていますか？
	
	

	課題に独創的に対処することが奨励されていますか？  
	
	

	ミスは学習の機会として扱われていますか？
	
	

	メンバーは、罰を受けたり、恥をかいたりする心配なく、思い切ってやってみることを認められていますか？
	
	

	相互依存
	はい
	いいえ

	チームの目標を達成するためには互いに頼り合う必要があることを、メンバーは受け入れていますか？
	
	

	メンバーは、アイディアや経験を分かち合うよう奨励されていますか？
	
	

	メンバーは、協力して目標を達成しようとしていますか？
	
	

	才能、スキル、知識、経験が適切に活用されていますか？
	
	

	メンバーは、互いの対立に対処し、解消しようとしていますか？
	
	


活動：グループのプロフィール
概要
グループで各メンバーの経験を盛り込んだ全体的なプロフィールを作成し、それを他の参加者に発表してもらう。
時間
20分
参加者の人数：
12人以上
この活動は、全体を1つのグループとして行い、ワンチームとしてのグループ全体の経験をプロフィールにまとめてもよい。その場合には、活動の発表の部分を削る。
材料：
· フリップチャート
· マーカー
· 仕上がったプロフィールを掲示するためのイーゼルまたは粘着テープ。
手順
1. 参加者をグループに分ける（グループごとの人数は参加者の総数による）。
2. 参加者に次のように説明する。「それぞれのグループは、ライオンズクラブ国際協会との関わりの中で積み上げてきた経験や才能の宝庫です。この活動では、グループのプロフィールを作成することで、こうした才能を書き出していただきます。」
3. 参加者に次のように指示する。
· 「これから10分をかけて、各グループのメンバーが持っている才能や経験を強調するプロフィールを作成してください。プロフィールの形式にこだわる必要はありません。フリップチャートにはっきりと書き出すことで、プロフィールを仕上げてください。」
4. フリップチャートとマーカーを各グループに配る。
5. グループに10分を与えて、ブレインストーミングとプロフィールの作成を行ってもらう。
6. 10分が経過したら終了を告げる。
7. 各グループに、それぞれのプロフィールを簡単に発表してもらう。
8. 次のように述べて、活動をまとめる。「チームの全体的なスキルと経験は、チームが優れた成果を上げるための強力な基礎となります。こうしたプロフィールを念頭に、チームメンバーの専門知識を活用するようにしていきましょう。」
出典：（メル・シルバーマン著）Active Training.Jossey-Bass Pfeiffer, San Francisco.  1998
活動：全員を拘束
概要
グループで協力して共通の目標を達成する。
時間
目標と参加者の人数に応じて15～30分
参加者の人数：
2～15人
材料：
バンダナまたは細長い布、その他必要な物。
手順
1. 参加者に内向きの輪になってもらう。
2. 「腕を突き出してください」と参加者に求める。
3. バンダナまたは布を使って、各メンバーの手首と両側の参加者の手首を縛り、全体を1つに結びつける。
4. このように「全員が拘束」されたら、協力して取り組む作業を与える。
作業の例：
· 全員にルートビア・フロートを作る
· 包装紙、リボン、カードを使って贈り物を包む
· 昼食を食べる
· 軽食を作る
· 芸術作品を作る
· 全員のカップに水を注ぐ
注意：作業を難しくする場合には、時間制限を設ける。

まとめ/討論のための質問：
1. 作業が成功した（失敗した）のはなぜか？
2. グループが作業を終わらせるために、時間制限はどのように役立ち、または妨げとなったか？
3. 作業を終わらせるために、全員が協力したか？
4. 誰かが協力しなかった時に、どのような事態が生じたか？
5. 協力して作業に取り組んでいた時、他の誰かに「拘束されている」と感じたか？ 感じたとしたらそれはなぜであり、またその課題にどのように対処したか？
出典：A. ジョーンズ（1999年）。Team -Building Activities for Every Group. Richland, WA: Rec Room Publishing. P. 56-57. 
活動：車の組み立て
概要
この活動では、車を組み立てるという架空の設定を使って、成功するチームを成り立たせる特徴と要素について参加者に考えてもらう。
時間
25分
参加者の人数：
5～30人
この活動は、全員を1つのグループとして行ってもよいし、参加者をいくつかのチームに分けてもよい。
資料：
フリップチャート
マーカー
手順
1. 参加者を4～5人のグループに分ける。
2. フリップチャート1枚とマーカーを各グループに配る。
3. 参加者に次のように指示する。
· 20分で、『車の組み立て』を行ってください。
· まず、車体の輪郭を描きます。次に、車に部品（タイヤ、サイドミラー、アンテナ、その他）を取り付けます。
· 車に取り付ける個々の部品について、その部品がチームの機能や特徴とどのように関係しているかを説明できるようにしてください。
4. 次のように、例を1つ挙げる。アンテナは、チーム内でコミュニケーションが円滑に行われるようにするために取り付けられる。
注意：その他の例としては、「バックミラーは過去から目をそらさないため」「ヘッドライトは行く手を照らすため」「トランクはあらゆる知識やツールを保管しておくため」「ガソリンタンクは必要な時に燃料を補給するため」などが挙げられる。
5. 20分が経過したら終了を告げる。
6. この活動を複数のグループで進める場合には、各グループにそれぞれの「車」を発表し、説明してもらう。
7. 次のように述べて、活動をまとめる。「車には部品があって、そのそれぞれが働くことで、私たちを目的地まで運んでくれます。それと同じように、チームにはこれらの部品とよく似た要素や特徴があって、チームがその目標を達成するために役立ちます。」
メモ
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